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研究成果概要 

昨年までに、誘電体多層膜（シリカとタンタラによる３２層コーティング）をサファイ

ア基材上にコーティングしたサンプルの機械損失を２０ケルビンを含む極低温で測定し

てあった。平成 27年度は、ＫＡＧＲＡ重力波検出器で用いられる高反射率４２層の誘電

体コーティングを同じサファイアディスクに成膜したサンプルを測定した。 その結果、

ＫＡＧＲＡ運転温度２０ケルビン付近での機械損失の絶対値は要求値以下であり、海外

で報告されているような２０ケルビン付近での機械損失のピークが存在しないことを示

した（下図はその結果の一部で、ディスクの最低次モードの結果である）。 
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